






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































流経法学　第 9 巻 第 2 号










































31 条 1 項）
Ａにたいして，契約の効力を生じない。







































































流経法学　第 9 巻 第 2 号
⑵ 　本人Ａ（書店）が，Ｃにたいし，本を売る契約をした。Ａは，Ｃにた
いし，本の引渡しという給付の債務を負う。Ｃは，Ａにたいし，本の引
渡しという給付の債権をもつ。その後，Ｃが，Ａの無権代理人Ｂにた
いし，「Ａ・Ｃ間の契約を解除する」と意思表示をした。以上のばあい，
民法113条により，Ａは，Ａ・Ｃ間の契約の解除の追認権または追認拒
絶権を，Ｃにたいしてもつ。Ａが，契約の解除について，追認拒絶をし
たときは，Ａは，依然として，Ｃにたいし，本の引渡しの債務を負う。
民法 113 条による
Ｃ
Ａ・Ｃ間の契約の解除
の追認または追認拒絶
Ａ
本の引渡し
Ａ
Ｃ
Ａが追認拒絶
したとき
売主（本人）
買主
Ａの無権代理人
Ｃ
Ａ
Ｃ
本の引渡し
Ｂ
「Ａ・Ｃ間の契約
を解除する」
